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層特集外国雑誌とその周辺

電子ジャーナルの効果的サービスのために

Ｉ．はじめに

臨床に必要な文献を迅速に提供することは、

病院図書館にとって重要な役割のひとつであ

る。そのためにはできるだけ多くの雑誌を所蔵

することが求められよう。しかし病院図書館の

場合、診療のニーズに合わせた資料を揃えるこ

とは、予算的にもスペース的にも容易なことで

はない。また文献検索の主要なデータベースで

あるＰｕｂＭｅｄでは、プリント版の出版前や出

版直後の雑誌なども検索できるので、当然その

ような最新文献の入手要望も出てくる。このよ

うな状況下では、プリント版の雑誌だけでは、

利用者のニーズに応えることは困難である。

データベースがインターネットのメリットを十

分に活用して提供される一方で、雑誌が依然プ

リント版のままでは、折角入手した最新情報も

活かすことはできない。

そこで本稿では、病院図書館員が電子ジャー

ナルを上手に活用するために知っておくべき、

基本的、具体的、かつ、実践的な知識として、

電子ジャーナルそのものを揃えるための｢購読」

と、電子ジャーナルを使った効果的なサービス

を行うためになくてはならない「フルテキスト

リンク」「ポータル」の３つに焦点を絞り解説

をする。

Ⅱ、電子ジャーナルの鯛読

雑誌を購読する際に、現代はメディアを選べ

る時代になった。そして電子版を購入する際に
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Iま、さらにいくつかの種類を選べるようになっ

た。これは印刷コストや配送コストのかかるプ

リント版では、まず考えられなかったことであ

る。ここでは電子ジャーナルの「単体購読」

｢セット購読」「コンソーシアム」について述べ

る。

１．単体購読

電子ジャーナルのほとんどは、プリント版と

同じように単体として購入することができる。

表ｌは主要な出版社の単体購読価格である。

Wiley社の場合、シングルサイトであれば、

BasicAccessLicense(BAL)が適用され、同時

アクセス数は１，統計データの提供はないが、

電子版もプリント版と同じ価格で購読できる。

Springer社は、これまで電子ジャーナルだけ

の購読はなかったが、2003年から始めるように

なった。シングルサイトであれば、プリント版

の郵送料を除いた価格で、同時アクセス数の制

限もなく利用できるので、かなりユーザーフレ

ンドリな価格設定である。Blackwell社の電子

ジャーナルはプリント版のｌ割引きの価格で購

読できるoElsevier社の場合はScienceDirect

というプラットフォーム上で提供されるため、

その利用料も含まれて若干高くなるが、その替

わり同社の雑誌約1,600誌の抄録や本文を検索

できるなどのメリットがある。

同じ電子ジャーナルでも、アグリケーターと

呼ばれるベンダーやその代理店から購読する方

法もある。ＯＣＬＣＥＣＯやJoumals＠ＯＶＩＤ

は、出版社からの電子情報を自社で電子ジャー

ナル化して、サーバーを通して提供する。これ

らの雑誌は、出版社が違っても「同じインター
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表１．主要出版社の電子ジャーナルの価格

Blackｗｅｌｌ

Elsevier

電子版の購読価格

・プリント版の90％

・プリント版を買えば、当年と過去１年の電子版は無料

・プリント版の90％＋コンテンツ料金１０～20％＋ＳＤ基本料金

・プリント版を買えば、WebEditionは過去12ヵ月分が無料

病院向けセットもの・コンソーシアム

・病院向けSynergy

Springer ・プリント版に比べると郵送料（ポステージ）分だけ安い

・プリント版を買えば、同時アクセス数３で無料

（但しシングルサイトのみ）

oScienceDirect（ホスピタル・

パッケージは中止）

･2004年に向け、検討中

Wiley ･ＢＡＬ(BasicAccessLicense）：プリント版と同価格

･プリント版とのコンビネーションは１０５％

（但しシングルサイトのみ）

olnterScienceEAL（Enhanced

AccessLicense）・医図協、薬

図協への提案に参加可

フェースで見ることができる」「横断的に全文

検索できる」「煩雑な契約をひとつで済ませる

ことができる」「過去に契約した期間について

の継続的なアクセスを保証する」などのメリッ

トがある')２)。ただし、単体での価格は出版社

から直接買うものより安くなることはない。

雑誌によっては電子化されることで価格が非

常に高くなる場合もある。ScienceやNature

の電子版は購読機関に所属する利用者数によっ

て価格が設定されるので、プリント版の数倍も

の価格になる。ただしNatureには、プリント

版に数万円上乗せすることで、同時アクセス数

はｌだが、電子版が使える灘注)。つまり電子

ジャーナルを購読する時は、便利というだけで

はなく、費用対効果も考える必要がある。

HighWirePressは米国のスタンフォード大

学による電子ジャーナルのプラットフォーム

で、学会系の雑誌379タイトルが提供されてい

る。HighWirePressは、学術コミュニケー

ションが抱える問題に対して、電子ジャーナル

を使ったソリューションを提供している3)。学

術雑誌の価格高騰についても、プリント版より

安く提供したり、一定期間後には無料公開する

などの方法で対応している。

２．セット購読とコンソーシアム

電子ジャーナルには、プリント版のような物

流コストは発生しない。したがっていくつもの

雑誌をまとめて割り引いて売るセットが登場す

るようになった（表１）。自社出版の雑誌をま

とめた出版社型のセットには、Elsevier社の

ScienceDirect、Blackｗｅｌｌ社のSynergy，

Springer社のLINK，Wiley社のInterScience

などがある。

またいくつかの出版社の雑誌をまとめたアグ

リゲーター型のセットとしては、ProQuest社

のProQuestMedicalLibrary、EBSＣＯ社の

EBSCOhostBiomedicalReferenceCollection

などがある。セットは雑誌を個々に買うより格

段に安い価格で利用でき、タイトル数を増やす

ことも可能である。また本来の出版社では電子

化していない雑誌が、このセットの中で提供さ

れているものもいくつかある。これらの商品も

電子ジャーナルの範鴫と考えられるが、提供元

は、「データベース」または「ドキュメント・

デリバリー」という認識でいる場合が多い。確

かにアグリゲーター型のセットでは各タイトル

を購読したことにはならない。出版社からの提

供条件が変わると契約途中でもサービス内容が

変更されることもあるので、注意が必要であ

る。

セット購読をする際、いくつかの図書館が集

まってコンソーシアムを組むことで、さらに割

り引きが適用されることがある。2003年、日本

医学図書館協会や日本薬学図書館協議会に対し

－１１８－



て、１５以上のコンソーシアムが提案された。こ

の提案の中には、図書館側からの要望を受けて

提案されたものもある。コンソーシアムの可能

'性については、図書館側から積極的に打診する

ことも有効である。しかし安易なコンソーシア

ムの形成では、逆に出版社のための集金機構と

化す可能性もあり、コンソーシアムを形成する

際には、出版社と常にしっかりとした交渉をす

ることが必要である。

コンソーシアムに参加する際に気がかりなの

は、離脱することと思われる。将来、参加でき

なくなった時に、自館が辞めたことで価格条件

が変わり、残った図瞥館に迷惑をかけることに

なるかもしれないという気持ちから、コンソー

シアムを消極的に捉える向きもあるようであ

る。コンソーシアムと言えども、雑誌に根ざし

て価格を設定している以上、雑誌が値上がれば

コンソーシアム価格も値上がりする。確かにそ

の結果、コンソーシアム参加を継続できない場

合もあるだろう。しかしそれは図書館の持つ予

算が異なるのだから当然であり、それに対して

お互いを責めるよりは、値上げした出版社に矛

先を向けるべきではないだろうか｡日本の場合、

幸か不幸か、協会が加盟館に強制するコンソー

シアムというものがない。コンソーシアムへの

参加に対しては各館の自由な判断に委ねられて

いる。したがって病院図書館でも離脱すること

を心配せずにコンソーシアムを積極的に活用す

るべきだと思う。

Ⅲ、フルテキストリンク

データベースを使って欲しい文献を探した

時､その場で原文献を見ることができることは、

電子ジャーナルのメリットのひとつである。こ

れはまさに電子図書館を具現化したひとつの形

と言えよう。世界的な医学データベースである

PubMedには、LinkOutという自館が使える電

子ジャーナルへのフルテキストリンクのサービ

スがある。これは米国外の図書館でも利用でき

るサービスである。
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LinkOutのサービスを受けるためには、あら

かじめNCBＩ（NationalCenterfOrBiotechnol‐

ogylnformation）に参加の申込をする必要が

ある４１．ＮCBIに参加を認められると、ユーザー

ネームとパスワードが送られてくるので、それ

を使ってリンクさせたい雑誌情報を登録し、専

用のＵＲＬでアクセスする。登録後は１～２日

で利用できるようになるoLinkOutに登録でき

る雑誌は3,944誌あり５)、同じ雑誌でも購読先に

よってリンク先も異なるが、LinkOutは、それ

についても対応している。

LinkOutに参加している図書館は、全世界で

742館あり6)､米国外の図書館は179館､そのうち

33館が日本の図書館である。日本の病院図書館

の参加は２館であるが、ひとつは沖縄の米国海

軍病院なので、純然たる日本の病院図書館とし

ては藤沢市民病院ｌ館だけである。電子ジャー

ナルを積極的に購読している病院図書館は、

LinkOutに参加してみてはどうだろうか。ちな

みに藤沢市民病院が利用できる電子ジャーナル

へリンクしている文献数は、410件である。な

お、ここで示したLinkOutに関するデータは

すべて2003年６月18日現在のものである。

Ⅳ、ポータル

ポータルとは“入口”の意味で、ブラウザを

立ち上げた時に最初に開かれるよう登録されて

いるホームページをポータル・サイトと言う。

最初に開かれるホームページには、利用頻度の

高いものを登録することが多い。そのページに

必要な情報へのリンクが張られていれば、利用

者の便利度は増す。

図書館が作る自館のホームページは、利用者

のための医学情報ポータル・サイトと言える。

したがって、利用者が使えるオンライン・デー

タベースや電子ジャーナルなどをまとめたホー

ムページを作って提供することは、重要なサー

ビスのひとつである。

ホームページの作成は、ワープロと同じよう

な感覚でできるソフトもあり、決して難しいこ

－１１９－



病院図書館２００３；２３(3)

とではない。自分で作ることのメリットは、レ

イアウトや表示するデータも自由にデザインで

きることにある。しかし、利用できる雑誌の変

更やタイトルチェンジ、リンク先ＵＲＬの変更

など、自分でデータ管理をしなければならない

煩わしさもある。そこでここでは、電子ジャー

ナル管理に有効ないくつかのポータル・サービ

スを紹介する。

ｌ・KnowledgeWorker

KnowledgeWorkerは丸善が提供する有料の

学術ポータルである。元は同社のオンライン書

籍発注システムに、BritishLibrary(BL)が所蔵

する約２万点の雑誌コンテンツ情報を加えたも

のだが、さらに電子ジャーナルの管理機能も備

えている7)。丸善から購読している電子ジャー

ナルは、コンテンツ情報を経由して、フルテキ

ストヘリンクしている。このほか、購読してい

るすべての雑誌のリストをつくり、電子ジャー

ナルやＯPACへリンクを張ることもできる。

２．K-Port

K-Portは紀伊国屋書店が提供する学術ポー

タルである。同社の外国雑誌ACCESSサービ

スや、代理店となっているデータベースサービ

スなどの契約ユーザーであれば、無償で利用で

きる8)。ここにある電子ジャーナルの管理機能

は、同社がもつリンク情報を利用できるほか、

独自のリンク先を登録することも可能である。

KnowledgeWorkerと同様、ＢＬの雑誌コンテ

ンツを利用することもできるが、その場合は別

途費用がかかる。ただし、K-Port特約出版社

(Kluwer社、Springer社ほか）の目次・抄録

データは無料でサービスされており、検索結果

から紀伊国屋書店を通して、購読している雑誌

のフルテキストリンクを利用することができ

る。

３．E-JSolution

EJSolutionは、ハザン商会が提供する有料

の電子ジャーナル管理システムである。代理店

に依存せずに、自館で使える電子ジャーナル情

報が等しく登録できて、しかも「自動ログイン」

－１２０－

や「サイト情報管理」「アクセス統計」などの

機能が利用できる9)。「自動ログイン」機能を

使うと、電子ジャーナルのログインの際にＩＤ

とパスワードを要求されるサイトについても、

その要求をシステムが解決してくれるため、利

用者は，Ｄ・パスワードを意識することなくア

クセスできる。電子ジャーナルの動態があって

も、「サイト管理情報」としてＥ~JSolutionが

対応してくれる。「アクセス統計」機能では、

それぞれのジャーナル．サイトへのアクセス統

計を知ることができる。ただし、無料で使う電

子ジャーナルの場合、利用統計は提供されない

ことが多い。ＥＪＳ｡,utiOnが提供する「アクセ

ス統計」は、サイトへのアクセス数だけで、実

際に論文を見た数とは言えないが、図書館で雑

誌を手にした回数と同程度の価値はあり、利用

傾向を知る手がかりになる。他にはない機能を

提供するシステムという点で、今後の動向に注

目したい。

４．FreeMedicalJoumals

FreeMedicalJoumalsは、製薬会社の助成金

をもとに作られた無料の医学情報サイトであ

る。ここには無料で読める世界中の電子ジャー

ナル,,0,0タイトルのリンクが集められてい

る,0,．完全無料の雑誌は851タイトル、’年以

内で無料になる雑誌がlO8タイトル、２年以内

が3,タイトル、その他期間や記事限定などのタ

イトルが２０タイトルある。無料誌の中には、

HighWirepressやBioMedCentra'の無料誌も

含まれている。言語別にみると、英語が723タ

イトル、その他の言語が287タイトルである。

このサイトに自館の情報を付与することはでき

ないが、カテゴリーが医学および周辺領域に限

定されている点と、無料誌を網羅している点に

特徴がある。契約もしていない無料のタイトル

の動態を追跡することはかなり困難であるの

で、活用したいサイトである。

Ｖ・おわりに

以上、本稿では、病院図書館員が電子ジャー



ナルを上手に活用するために知っておくべき知

識として、「電子ジャーナルの購読」「フルテキ

ストリンク」「ポータル」に焦点をあてて解説

した。「電子ジャーナルの購読」では、電子

ジャーナルにはバリエーションがあり、その内

容を知った上で自館の購読状況やニーズによっ

て選択すること、コンソーシアムを活用するこ

とを述べた。「フルテキストリンク」では、

PubMedのLinkOutを例に対象雑誌数や参加

図書館数を示した。また電子ジャーナル・アク

セスリストとなる「ポータル」サービスとして、

いくつかのサービスを紹介した。これらは電子

ジャーナル活用の参考になれば幸いである。

ひとりで何役もこなさなければならない一方

で、予算や書庫に制限の多い病院図書館では、

さらに個々の図書館の事情から、さまざまな

ニーズに応えなければならず、電子ジャーナル

についても解説をひとつ読むだけではまかない

きれないところがあると思う。しかし、電子

ジャーナルは始まったばかりのサービスであり、

まだ完成されたものではない。自館のニーズに

合わないからといって諦めずに、利用者と経営

者を説得しながら出版社とも交渉し、さらにま

わりの図書館員とも協力して、自分たちのスタ

イルに合ったサービスの実現を目指してもらい

たいと思う。これは大学図書館であろうと病院

図書館であろうと同じである。

注）Nature本誌のシングルアクセスの価格は、

2003年はプリント版×1.4倍だったが、

2004年はプリント版×2.17倍と大幅な値

上がりが伝えられている。またNature

Research誌とNatureReview誌の2004年

価格もプリント版×1.46～1.49倍となり、

プリント版のほぼ半額が必要になる。
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